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７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
世
界
銀
行
本
部
に
お
い

て
、
J
I
C
A
と
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ

の
間
で
第
２
回
目
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
J
I
C
A
か
ら

は
田
中
明
彦
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る

約
20
人
の
役
職
員
が
、
世
界
銀
行
グ
ル

ー
プ
か
ら
は
ジ
ム
・
ヨ
ン
・
キ
ム
総
裁

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
分
野

を
担
当
す
る
副
総
裁
以
下
の
役
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
昨
年
７
月
の
第
１
回
ハ

イ
レ
ベ
ル
対
話
か
ら
の
進
捗
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
な
ど
へ
の
支
援
に
お
け
る
今
後
の
連

携
の
方
向
性
を
議
論
。
２
日
目
に
は
よ

り
詳
細
な
協
議
を
経
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
防
災
分
野
や
ネ
パ
ー
ル
の
震
災
後
の

住
宅
復
興
事
業
な
ど
を
協
調
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

2
0
1
6
年
に
開
催
予
定
の
第
６
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D
Ⅵ
）
を

見
据
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域
交
通
、
保

健
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
は
、
３
日
目
に
実
施
さ

れ
た
世
界
銀
行
理
事
会
メ
ン
バ
ー
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
J
I
C
A
が
取
り
組
ん

で
き
た
災
害
後
の
復
旧
か
ら
復
興
ま
で

の
シ
ー
ム
レ
ス
な
（
切
れ
目
の
な
い
）
支

援
に
つ
い
て
講
演
。
そ
の
中
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
で
の
J
I
C
A
の
取

り
組
み
を
取
り
上
げ
、
今
年
３
月
に
仙

台
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
で
、
そ
の
重
要
性
が
広
く
認
識

さ
れ
た
「
よ
り
良
い
復
興
（B

uild B
a-

ck B
etter

）」
の
考
え
に
基
づ
き
実
施
し

て
き
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
中
理
事
長
は
開
発
途
上
国

の
災
害
復
興
に
お
い
て
は
、
時
間
・
手
段
・

資
金
の
３
つ
の
側
面
に
お
い
て
支
援
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
問

題
提
起
し
、
国
際
社
会
が
協
調
し
て
支

援
に
あ
た
る
こ
と
で
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
各
国
の
理

事
と
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
と
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の

両
機
関
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ

ル
で
定
期
的
に
対
話
を
行
い
、
連
携
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

JICAと世銀が連携強化へ 01

１日目の全体セッションの様子（写真提供：世界銀行）

03田中理事長がキューバとセントルシアを訪問
　

田
中
明
彦
J
I
C
A
理
事
長
は
、
７
月

８
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
キ
ュ
ー
バ
を
訪

問
し
、
ム
リ
ー
ジ
ョ
閣
僚
評
議
会
副
議
長

兼
経
済
企
画
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
政
府

要
人
と
面
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
ハ
バ
ナ
大

学
に
お
い
て
「
J
I
C
A
に
よ
る
対
キ
ュ

ー
バ
協
力
―
人
的
資
源
開
発
に
焦
点
を

当
て
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、「
食
料
増
産
」「
環
境
保
全
」

「
保
健
医
療
分
野
で
の
官
民
連
携
」
の
３

つ
が
J
I
C
A
の
対
キ
ュ
ー
バ
支
援
の
重

点
分
野
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
人
材
育

成
に
一
層
注
力
し
て
い
く
意
向
を
表
明
。

具
体
的
に
は
、今
後
５
年
間
で
毎
年
60
人
、

計
３
０
０
人
の
キ
ュ
ー
バ
政
府
関
係
者
を

日
本
に
招
き
、
開
発
課
題
の
解
決
に
向
け

て
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
中
理
事
長
は
セ
ン
ト
ル
シ
ア

も
訪
問
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
20
周

年
式
典
」に
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

ア
ン
ソ
ニ
ー
首
相
が
、
教
育
や
社
会
福
祉

な
ど
多
岐
に
渡
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
貢
献

を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
協
力
の
継

続
に
強
い
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

02　ノルウェーで「教育の質」の重要性を発信
　

田
中
明
彦
J
I
C
A
理
事
長
は
７
月
７

日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
を
訪
問
し
、「
開

発
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
オ
ス
ロ
サ
ミ
ッ

ト
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

教
育
へ
の
投
資
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
本
会
合
に
は
、

潘
基
文
国
連
事
務
総
長
を
は
じ
め
と
す
る
国

連
機
関
の
要
人
や
、
約
40
カ
国
の
首
相
・
閣

僚
の
ほ
か
、
２
０
１
４
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
者
の
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
も
参
加
。

２
０
３
０
年
に
向
け
た
国
際
教
育
開
発
の
重

点
課
題
と
な
っ
て
い
る
、「
教
育
へ
の
投
資
」

「
女
子
教
育
」「
質
と
学
習
」「
緊
急
時
に
お
け

る
教
育
」
の
４
点
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
は
、
出
席
し
た
「
質
と
学
習
」

に
関
す
る
パ
ネ
ル
で
、
J
I
C
A
の
こ
れ
ま

で
の
協
力
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
教
員
同
士

の
学
び
あ
い
」
や
「
学
校
と
地
域
社
会
の
間

の
信
頼
関
係
の
構
築
」
な
ど
が
教
育
の
質
の

向
上
に
重
要
で
あ
る
と
強
調
。
さ
ら
に
、
J

I
C
A
が
世
界
各
国
で
展
開
し
て
き
た
こ
れ

ら
の
支
援
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
今
後
も
協
力
を
強
化
す
る
旨
を
述
べ
ま
し

た
。

パネリストとして発言する田中理事長

セントルシアJICAボランティア派遣20周年記念式典で
主催者あいさつをする田中理事長

パ
ン
・
ギ
ム
ン


